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秋の日帰り旅行のご案内 

 

 日頃はこじょう会の行事にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。 

今回の日帰り旅行は常滑の競艇場に行きます。競艇場はご存じでも入場された方は少ないかと 

思います。新築の観覧席からゆったりとレースの見学ができます。100円から購入できる舟券 

のビギナーズラックで、お土産の明太子を持ち帰る？のはいかがですか。 

 まだまだ暑い時、涼しいところでチョット楽しみましょう。 

記 

○ 行    先： ボートレースとこなめ と めんたいパークとこなめ 

○ 期  日： 令和６年９月２４日（火）    

○ 集合場所： 名鉄名古屋駅中央改札口前  

〇 集合時間： ９時４５分 

〇 旅行費用： 電車代往復 1500円  ボートレース入場料 100円 

○ 行   程： ① 名鉄名古屋駅 10：01発（中部国際空港行き特急）→ 常滑駅 10：31着 

② 常滑駅 10：42発 (無料バス) → ボートレースとこなめ 10：45着 

     ＊ 小型バスのため乗車出来ない場合は徒歩 10分  

＊ レース見学 ・ 自由昼食（500円位～、持込不可） 2.5時間 

③ レース場 13：15発 (徒歩) → めんたいパークとこなめ 13：30着  

    ＊ 見学 ・ 買い物 1時間 

④ めんたいパーク 14：30発 (徒歩) → 常滑駅14：45着 

⑤ 常滑駅 14：51発 (岐阜行き特急) → 名鉄名古屋駅 15：24着   解散 

〇 注意事項： ① 事前申込不要  時間厳守で集合してください 

② 小雨決行 （大雨警報や暴風雨警報の発令は中止） 

③ 持ち物は健康保険証・飲み物・日除け 

④ 万一のケガや体調不良には応急対応をしますが治療は自己責任となります 

○ 問合せ先： 中村美智恵 090-6075-6716  

 

常滑市の競艇事業 ミニ情報        

 常滑市は本年度からボートレースとこなめの事業で得た利益を、市民サービスにより多く還元する財政運営

に転換する。初年度は追加で 38億円を充てる計画で、図書館を含む文化施設の整備や学校の老朽化対策など、 

将来の大規模事業に備えたい考えだ。本年度の繰入額は当初分と合わせると 42億円で、中部国際空港関連の 

税収に匹敵する額だ。市は翌 2025年度も 30億～40億円の繰り入れを見込む。一般会計が 280億円規模の常滑

市にとっては大きな財源で、繰り入れた収益はすべて「ボートレースまちづくり基金」に積み立て、将来の大

きな出費に備える。 近年は新型コロナ禍に伴うインターネット投票の広がりでファンが増加し、毎年純利益

を確保している。施設改修などの留保資金も目標の200億円に迫る。（中日新聞2024.7.17 抜粋改変） 

 

現在のレース場新設スタンドは 2021年に完成し、１階と２階にある観覧席はガラス張りの快適な空間で、飲

食しながらレースを見ることができます。また、子供の遊具施設も併設していて休日には若い方が多く来場し、

平日は年齢層が高くなり、女性の方も少なくありません。 

大きな財源を生み出す施設を視察する目的でも訪問してみませんか、きっとイメージが変わるかと思います。 


